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特別損失の計上に関するお知らせ 

 

当社は、平成 27年 12月期の決算において、特別損失として固定資産除却損及び減損損失並

びに事業撤退損等を計上することとなりましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の内容 

１）固定資産除却損 

開発途中の自社タイトルの開発中止決定により、固定資産除却損を計上するものです。 

  ２）減損損失 

現在配信中の自社タイトルに係る開発費等に係る投資回収可能性が低いとの判断に至 

ったことから、減損損失を計上するものです。 

３）事業撤退損 

当社連結子会社（mobcast Korea inc.）による韓国における事業の撤退に係る特別損 

失額（平成 27年 11月 12日付提出の適時開示書面に記載）に関し、追加費用が発生 

することとなったことから、当該追加費用を合わせ、事業撤退損を計上するものです。 

 

２．当該事象の損益及び連結損益に与える影響額 

当該事象により、当社の平成 27年 12月期の連結決算において、次のとおり特別損失を計

上いたします。 
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【連結決算】 

特別損失 960,963千円 

（内訳：固定資産除却損 65,795千円、減損損失 200,838千円、事業撤退損 686,665千円他） 

 

 ※  上記に記載の事業撤退損686,665千円（連結）のうち671,363千円につきましては、平成 

27年11月12日付提出の「子会社による韓国の事業撤退及び特別損失の計上に関するお知ら 

せ」に記載のとおり、「平成27年12月期第３四半期決算短信[日本基準]（連結）」に織り 

込んでおります。 

 

【個別決算】 

特別損失 1,343,579千円 

（内訳：固定資産除却損 65,795千円、減損損失 203,791千円、子会社株式評価損 765,520 

千円、貸倒引当金繰入額 300,807千円他） 

 

※ 上記に記載の子会社株式評価損765,520千円及び貸倒引当金繰入額300,807千円のうち、 

999,203千円は、平成27年11月12日付提出の「【開示事項の追加】特別損失（個別決算） 

の計上に関するお知らせ」に記載のとおり、「事業撤退損999,203千円」として、平成27 

年12月期第３四半期の個別決算に織り込んでおり、今回、科目を「子会社株式評価損」と 

「貸倒引当金繰入額」に区分して表示しております。  

 

  なお、この特別損失の影響は、本日（平成28年２月10日）併せて開示しております「平成

27年12月期 決算短信[日本基準]（連結）」に反映しております。 

 

以上 


